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現状、概ね2日以内で承認している

事前協議の流れ

（審査）

 処分業者の確認（不適正処理等により指導
対象でないか）

 種類の確認（処分業者の許可の範囲内か）

 量の確認（処分業者の処理能力に対して過
剰でないか）
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①事前協議

②承認通知書交付

③県内搬入
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即日写しを返却

事前届出制度の試行

（形式審査）

 事前届出対象事案であることの確認

 記載漏れがないかの確認
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①事前届出

②受付印押印

③県内搬入

 事前協議対象の一部について、当分の間、事前届出制度を
試行する。

2 ただし、事前届出は、排出事業場が九州、沖縄、山口県内の場合に限る。



元要綱による事前協議等の区分

県外産業廃棄物の種類
県外産業廃棄物の処分量

120㎥(t)以上 120㎥(t)未満

安定５品目
解体工事で発生し中間処理するもの 特例協議

特例協議
上記以外 通常協議

安定５品目以外 通常協議 特例協議
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 新規継続処分（初年度）又は単発処分を行うもの
 建設リサイクル法に基づく再資源化 ⇒ 特例協議

 優良認定処分業者への搬入 ⇒ 特例協議

 その他 ⇒ 下表のとおり

 継続処分（2年目以降）を行うもの

県外産業廃棄物の種類

県外産業廃棄物の処分量

安定型埋立 1200㎥以上
管理型埋立 120㎥以上
中間処理 120㎥(t)以上

安定型埋立 1200㎥未満
管理型埋立 120㎥未満
中間処理 120㎥(t)未満

全て 通常協議 協議不要

特例要綱による事前協議等の区分

県外産業廃棄物の種類
県外産業廃棄物の処分量

120㎥(t)以上 120㎥(t)未満

安定５品目
解体工事で発生し中間処理するもの 特例協議

事前届出
上記以外 通常協議

安定５品目以外 通常協議 特例協議

4

 新規継続処分（初年度）又は単発処分を行うもの
 建設リサイクル法に基づく再資源化 ⇒ 事前届出

 優良認定処分業者への搬入 ⇒ 事前届出

 その他 ⇒ 下表のとおり

 継続処分（2年目以降）を行うもの

県外産業廃棄物の種類

県外産業廃棄物の処分量

安定型埋立 1200㎥以上
管理型埋立 120㎥以上
中間処理 120㎥(t)以上

安定型埋立 1200㎥未満
管理型埋立 120㎥未満
中間処理 120㎥(t)未満

全て 事前届出 協議・届出不要


